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本論文は、 「鉄筋腐食を伴う臨海部取放水系鉄筋コンクリート製ボックスカルパートの耐荷性能評価Jと題し、

8章よりなっている。
第1章「序論Jでは、火力発電所取放水系など臨海部に建設される鉄筋コンクリート製（RC）土木構造物の
概要、ならびに鉄筋腐食を伴う塩害劣化が生じた場合には、構造性能に着目した評価が課題となっていることな

どを示した上で、本研究の目的と論文の構成について述べている。

第2章「既往の研究Jでは、本研究に関係する既往の研究のうち、鉄筋腐食を伴う鉄筋コンクリートの材料特

性の変化やそれに対する有限要素解析、鉄筋腐食を伴うRC構造物の耐荷特性や塩害劣化事例の概要などを述べ

ている。

第3章 「鉄筋腐食に伴う材料劣化の力学モデノレ」では、鉄筋腐食が生じた鉄筋コンクリートの両引き実験に基
づいて、腐食程度や腐食ひび割れの程度が鉄筋やコンク リートの材料特性および鉄筋とコンク リートの付着特性

に及ぼす影響を評価した上で、有限要素解析に用いる鉄筋腐食に伴う材料劣化のモデノレ化手法について検討を行

っている。すなわち、鉄筋の力学特性やコンクリートの付着係数、腐食膨張ひずみなどで記述される力学モデル

を提案し、モデル化の基礎となる腐食程度と付着係数や腐食膨張係数の関係を実験的に定めている。

第4章 「鉄筋腐食が生じた鉄筋コンクリートはり部材の耐荷機構Jでは、静的載荷実験および画像計測による
ひずみ測定により、曲げあるいはせん断耐力、ならびに損傷破壊機構に及ぼす鉄筋腐食の影響を検討している。

ここでは、主鉄筋の腐食に伴って曲げ耐力が低下する一方で、付着劣化が生じることで、はり内部にアーチ状の

圧縮領域が形成される場合には、コンクリートの受け持つせん断耐力の分担力が高まることを明らかにしてい

る。このため、鉄筋腐食により RCはり部材の破壊モードが斜引張破壊モードから曲げ破壊またはせん断圧縮破

壊モードに移行することを確認している。

第5章「鉄筋腐食が生じた鉄筋コンクリート製ボックスカノレパートの耐荷特性Jでは、鉄筋腐食が生じたRC
ボックスカノレパートの構造性能に関する実証的なデータを得ることを目的として、実規模載荷実験を実施してい

る。実験の結果、 RCボックスカノレパートでは、腐食箇所に損傷が生じても、荷重が再分配されるため、局所的

な材料劣化が耐荷性能に及ぼす影響が小さくなることを明らかにしている。また、塩害環境下の一般的な劣化進

行過程における劣化程度と耐荷性能の関係を対応付けて整理し、劣化期に至らない範囲では曲げ耐力はほとんど

低下しないが、せん断耐力は潜伏期に比べて最小で約85%になること、耐荷力よりも変形性能の低下割合が大き

く、変形性能は腐食ひび割れが発生する加速期以降に、劣化の進行にしたがって急速に低下する傾向にあること

を示している。

第6章「材料非線形解析による鉄筋コンクリート製ボックスカノレパートの耐荷性能評価Jでは、第4章および
第5章に示した載荷実験のシミュレーション解析に基づいて、第3章で提案した鉄筋腐食の力学モデノレを用いた

材料非線形有限要素解析の適用性検証を行っている。この結果、本研究で用いた材料非線形解析は、局所的に著

しい腐食が進展せず、主鉄筋の平均腐食量が概ね 10%までの範囲において、鉄筋腐食が生じたRCボックスカノレ

パートの耐荷力評価に適用可能であることを確認している。そして、本研究で用いた材料非線形解析により、鉄

筋腐食の影響を考臆した合理的な照査用限界値を推定できることを示唆している。

第7章「鉄筋腐食を考慮した残存耐荷性能評価手法」では、第6章で適用性が検証された解析手法を用いて、

腐食程度や腐食箇所などが耐荷性能に与える影響を評価するために、海水管ダクト、取水路、取水ピットを対象

として、パラメータスタディを行っている。このパラメータ解析結果ならびに既往の実験結果などを総合的に勘

案し、塩害環境下の劣化進行過程における劣化程度と鉄筋腐食を伴う RCボックスカルパートの耐荷性能を対応

付けることによって、劣化進行過程に対応した残存耐荷性能を評価可能な劣化係数を設定している。そして、こ

の劣化係数により、鉄筋腐食の影響を考慮、した照査用限界値が推定可能となることを示している。

第8章「結論」では、以上の結果を取りまとめるともに、鉄筋腐食が生じた鉄筋コンクリート構造物の構造性

能評価に関する今後の研究課題を示し、結論としている。

以上、本論文の成果は、工学上、工業上、有用であり、また今後の実務に大きく貢献するものである。したが

って、本論文は博士（工学）論文に十分に値するものと判断される。


